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Ⅴ アウトカム項目

事業所はＪＲ相模線「下溝駅」から徒歩１５分の、住宅地と田園地帯が混在してい
る一角にある２階建て２ユニット１８人のグループホームです。法人は株式会社
で、首都圏を中心に約１２０ヶ所の「介護施設」を運営しています。
＜優れている点＞
元旦を除き、毎日午後、入浴できます。一日置きの入浴を基本とし、１週間３～４
回入浴しています。入浴による清潔感と安らぎのひと時を大切に支援しています。
天気が良ければ午前中に、１人の職員が最大３人の自立の利用者と散歩に行きま
す。午前中の職員は誰と誰を連れて行くか、いかに楽しく連れて行くか検討してい
ます。桜・芝桜・ざる菊が咲く時期は、利用者皆で近くの名所に花見に行きます。
地域の大凧祭りや盆踊りにも出かけます。職員は散歩へ行く利用者同士の相性を考
慮し、楽しい時間が過ごせるように配慮しています。
＜工夫点＞
この地域の伝統的な風習に「お月見をくださいな！」があります。毎年、９月に利
用者たちが菓子の袋詰めを５０～６０袋作ります。子ども達が来ると玄関先で利用
者が交代で手渡しして笑顔で交流を楽しんでいます。また、地域包括支援センター
主催の地域ケア部会があり、自治会・福祉関係施設・商店街・老人会・民生委員が
参加して、高齢者への支援について話し合っています。買い物支援や公民館利用に
ついて地域の情報を共有しています。

食事・更衣・排泄・入浴等において自身でできる方はなるべく自身で行っていただ
き、出来ない部分のお手伝いを支援するように心がけております。またグループホー
ムなので、下膳、お皿拭き、洗濯たたみ、野菜の皮むき等のお手伝いを積極的に行っ
ていただいております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 花物語さがみ

 ユニット名 青空

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

株式会社フィールズ



花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

運営推進会議では利用者の介護度、受
けているサービス内容の説明を行って
いる。第３者の声を聴くことで新たな
サービスの発見・質の向上に繋げられ
るよう取り組んでいる。

民生委員・自治会長・高齢者支援セン
ター職員が出席です。地域の中ででき
る事は何かを話し合い、定期的に黄色
いフラッグを掲げる「黄色いフラッグ
運動」で、掲げていない家を訪ねるこ
とや今後の課題についても話し合って
います。

今後、利用者や家族も出席で
きるような取り組みが期待さ
れます。

地域ケア部会への参加し、市町村担当
者との交流を図っている。

市の研修案内でケアマネジャー研修に
参加しています。地域包括支援セン
ター主催の地域ケア部会があり、自治
会や福祉関係施設、商店街、老人会、
民生委員など１０人ほどが参加し、買
い物支援や公民館利用について地域の
情報を共有しています。

買い物・散歩時等・外出時は地域住民
の方にこちら側から積極的に挨拶をす
る様、心掛けている。

この地域の伝統的な風習に子ども達の
「お月見をくださいな」があります。
毎年、９月に利用者たちが菓子の袋詰
めを５０～６０袋作り、子ども達が来
ると玄関先で手渡します。秋の食事会
は家族会や地域の人を誘い、バーべ
キューで交流を楽しみます。

大凧祭り・盆踊り・地域の行事へでき
るだけ参加するよう努めている。ま
た、毎年１０月に行われる家族会を兼
ねた食事会では、ご家族だけではなく
地域住民の方の参加も促している。

地域密着型の理念を踏まえた理念を作
り、休憩室・玄関・キッチンに文書化
した書類を貼り、職員の共有を図って
いる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業所の理念は開所時に職員と作成し
ています。４文字熟語で５項目あり、
その中でも”以心伝心-笑顔が笑顔を運
ぶ”を大切にしています。ケアの心掛
けの第一として、職員の笑顔は利用者
の安心となり、事業所内は穏やかな雰
囲気です

株式会社フィールズ



花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

ご家族面会時にはなるべく職員の方か
らご家族に話しかけるような体制を
とっている。

月に平均して一回ほど家族の訪問があ
り、利用者の様子を知らせながら家族
の話を聞いています。利用者の状況に
応じ、家族へ手紙や電話をして家族と
の関わりを繋げています。

権利擁護について認識のある職員と認
識の薄い職員がいる為、今後研修会等
への参加が必要であると感じている。

契約時には利用料・支払方法について
詳しく説明している。また利用者が急
変した際の対応・ご家族の意向を伺い
重度化した際には退去になる可能性が
あることを伝えている。

帰宅願望や多動で対応が難しい利用者
の方に対しては抑制するのではなく、
本人の発言を傾聴し、見守りを重視す
るよなケアを行なっている。

事業所独自に「身体拘束防止への思
い」を作成し、内部研修をしていま
す。ユニットごとのドアには風鈴があ
り、自由に行き来できます。一人で外
に出たことに気付いた時は、後ろから
見守り、間をおいて言葉を掛け一緒に
歩きます。利用者への否定語には配慮
しています。

入浴介助の際は身体全体のアザ等を確
認できる場なので、ボディチェックを
行うよう周知している。またアザ等を
発見した場合にはしっかり記録に残す
ようにしている。

株式会社フィールズ



花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

関連の事業所から情報交換・意見交換
を行っている。

得意、不得意なことの把握・生活歴・
職歴・病歴を中心に伺い、本人を理解
するよう努めている。

職員同士の人間関係の把握、極力無理
のないシフトを作るように努めてい
る。

新しい職員が入職した際は、それぞれ
の時間帯の勤務において、最低２回以
上は職員がマンツーマンでOJTを行う環
境を作っている。

月１回行うスタッフ会議以外にも、直
接スタッフに問題点・疑問点等はない
か確認するようにしている。

スタッフ会議は全員出席しています。
カンファレンスやモニタリングで職員
の意見を聞き、ケアの見直しをしてい
ます。日常の入浴介助の対応につい
て、スタッフ調整などの意見を聞き、
ケアの方法について検討し実施してい
ます。

株式会社フィールズ



花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

友人の面会が継続的に行われるよう働
きかけている。

家族の面会時に外出したり、友人の車
で外出しています。午前中はテレビの
ＤＶＤで馴染みの歌謡曲を聞きなが
ら、居間でぬり絵をしています。相模
川の大凧揚げや桜見物に出掛け、伝統
行事の「お月見くださいな」を楽しん
でいます。

１人の人間として尊重し、人生の先輩
であることを認識した関係づくりをこ
ころがけている。

利用者の情報や変化を細かく伝えるこ
とで利用者との関係がとぎれないよう
努めている。

今までの苦労、困難事例を具体的なエ
ピソードとして聞くようにしている。

ケアプランの内容の変更、本人の訴え
や症状に合わせた職員のケアの変更も
随時行っている。

株式会社フィールズ



花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

本人を理解する為には生活歴やライフ
スタイル知ることが不可欠となるの
で、本人や家族を中心に聞き取りを
行っている。

職員がやりすぎることがないよう注意
している。本人を観察し、更衣・排
泄・食事・入浴等において自身ででき
ることはなるべく自身でしていただい
ている。

他の事業所に移られた方にも、定期的
に連絡を取り情報交換を行っている。

会話から得る情報だけでなく、声の
トーン・表情からも利用者の想いを読
み取ることができるよう努めている。

居室担当者との会話や、入浴時の１対
１の対応時、食事の場面、日常の会話
から聞いています。「帰りたい」願望
には言葉を掛けながら対応していま
す。握り寿司が食べたいという要望で
外食に出掛けています。

良好な関係が築きやすいよう、気の合
う利用者を近くに配置し、定期的に席
替えを行っている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

事業所の協力医の他、利用前からのか
かりつけ医での医療を受けられるよ
う、ご家族と連携し通院介助を行なっ
たり、訪問診療に来てもらうけーすも
あり、複数の医療機関と関係を密に結
んでいる。

利用者は全員了解の上、事業所の協力
医をかかりつけ医としています。かか
りつけ医は月２回往診し、２４時間連
絡できるようになっています。看護師
は週１回、利用者の健康管理を行って
います。歯科医も毎週往診に来ます。
医療について十分な体制があります。

基本的に病院への受診は家族が対応す
ることとなっているが、家族の対応が
困難な時はこちらで対応するような体
制をとっている。

訪問理美容やカラオケボランティア等
の資源を利用し、利用者の生活の幅を
広げることができるよう努めている。

ケアをしている職員からの情報・ご家
族からの情報・本人と関わるなかで感
じとれる情報・訪問看護等の利用機関
からの情報を基に介護計画を作成して
いる。

ケース会議録や担当者会議録、医療記
録、計画書（２）に基いた、一日の利
用者の身体や生活状況が把握できる個
人シート記録により、６ヶ月ごとにケ
アプランを見直し、モニタリングをし
ています。

個別にファイルを作成し、排泄状況・
血圧・体温・身体的変化・頓服薬を服
用した際には明記し、朝と夕の申し送
りでスタッフ間で確認している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

１年に１回は急変者を想定し、AEDの操
作の確認をスタッフ間で行っている。
また新しい職員が入職した際にはその
都度、操作の説明を行っている。

マニュアルを作成し、年２回の消防訓
練を行っている。自治会長・民生委員
の参加も促している。

年２回、防災訓練を行っています。そ
のうち１回は消防署立ち合いのもと、
職員主体で、夜間想定で呼び出し訓
練・消火訓練・避難訓練を行っていま
す。事業所にはＡＥＤもあり、毎年使
用方法の訓練も行っています。災害時
には敷地内に高齢者を受け入れる話し
合いをしています。

今後も、自治会や近所の人
へ、防災訓練への参加協力の
要請を続け、参加に繋がるこ
とが期待されます。

入院が長くなれば利用者の機能低下も
進行するので、医師・ソーシャルワー
カーと連携をとり、なるべく施設へ早
く戻れるようアプローチをしている。

入居契約時に重度化した時の対応、終
末期の意向を本人・家族と行ってい
る。

入居契約時に重度化した場合の対応に
ついて説明しています。医療行為の伴
わない看取りについて行うようにして
おり、今までに看取りを経験していま
す。今後、定期的に重度化や終末期に
向けた対応の研修を行う予定です。

看護職員を配置しており、利用者の健
康チェック・状態の変化を診てもらっ
ている。看護職員が出勤した際には、
細かい利用者の健康状態を申し送るよ
うにしている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

食事に使用する野菜の皮むき・食事の
盛り付けを利用者と一緒に行ってい
る。また、施設の畑で採れた野菜を定
期的に提供している。

利用者は野菜の皮むき・食事の盛り付
け・下膳・食器拭きなどできるところ
で参加しています。正月・彼岸・クリ
スマスなどに特別な行事食を食べてい
ます。希望で回転寿司やファミリーレ
ストランに食べに行っています。開所
日（１２月１日）にはちらし寿司を食
べています。

職員がどのように動くかというマニュ
アルはあるが、業務優先・スピード重
視にならないよう、利用者中心の生活
を提供できるよう心がけている。

更衣の選択が可能な方は自身でしてい
ただいている。更衣の選択が自身でで
きない方は職員と一緒に行ってもら
う。また、くしを利用者の人数分用意
し、身だしなみを整える際に利用して
もらっている。

利用者の人格を尊重する為、あだ名で
呼ぶこと・ちゃん付けで呼ぶことを禁
止している。

同性介助を求められた場合はケースバ
イケースで対応しています。誇りやプ
ライバシーを損ねるような言葉掛けを
しないよう配慮し、ちゃん付けでは呼
ばないようにしています。個人情報の
保管は鍵のかかるロッカーに保管して
います。

口頭での意思疎通が難しい利用者には
マジックと紙を用意し、筆談で情報伝
達をしている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

排便状況に関係なく毎朝２００㏄の牛
乳を利用者に提供している。またおや
つ前の体操を毎日行なっている。

利用者の意見も尊重する為、入浴日の
固定は行っていない。入浴に拒否があ
る方には無理強いはせず、時間を空け
て再度声掛けを行うか清拭に変更する
等の対応をとっている。

元旦を除き、毎日午後、入浴できま
す。１日置きの入浴を基本にしていま
す。入浴を拒否する人には無理強いせ
ず、時間や職員を代えたりして入って
もらうようにしています。湯船に入る
のが困難な人はシャワー浴と足浴で対
応しています。

自身で口腔ケアを行なえる方は自身で
していただいてる。自身で口腔ケアを
行うことが困難な方は職員の見守り・
介助にて行ってもらっている。

トイレでの排泄を基本軸として考えて
いる。排泄の間隔に注意し誘導するよ
うにしている。誘導する際には周囲の
環境に注意し、声掛けはなるべく本人
の耳元で行うようにしている。

個人記録で排泄をチェックしていま
す。職員同士でコミュニケーションを
取り、適切にトイレ誘導しています。
そのため、日中は布パンツの利用者が
多くいます。排便については利用者の
了解を得て、流す前に職員が確認して
います。

薄味・柔らかめで提供している。カロ
リーの制限も行なっており、卵の使用
は１人１日１個までにしている。水分
は１日１４００㏄を目安に提供してい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

お金の管理は施設でしている。本人か
ら訴えがあれば買い物に同行し、職員
付き添いのもと支払いを行なってい
る。

書道や絵を書くのを好んでされている
方がおられる。また無理のない範囲
で、食器拭き・テーブル拭き・洗濯畳
を毎日の日課として利用者にしていた
だいている。

散歩は毎日行なっている。車椅子の方
も人数制限をし、連れ出すよう意識し
ている。また施設の車を使い定期的に
ドライブも行なっている。

天気が良ければ午前中に、１人の職員
が最大３人の自立の利用者と散歩に行
きます。散歩に行けない人も入口の外
で外気浴をするようにしています。
桜・芝桜・ざる菊が咲く時期には利用
者皆で花見に行きます。地域の大凧祭
り・盆踊りにも出かけます。

天候が良ければ散歩は毎日行なってい
るが、利用者によって歩行が可能な距
離が違う為、各利用者に合わせた散歩
コースを設定している。また日中居室
で休まれる方も夜間の睡眠に影響がで
る為、時間を決めて休んでいただいて
いる。

薬の情報は各利用者ごと、個人ファイ
ルにまとめている。服薬の際、可能な
方は本人に手渡し飲んでいただき、薬
提供後の飲み込み確認も行なってい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

希望者には家族と相談の上、居室内に
もTV・ラジカセを配置している。また
居室内には馴染みの写真を置き、落ち
着ける雰囲気作りを心がけている。

事業所の名前から、各室の表札は利用
者を表す花の名前にしています。介護
用ベッド・エアコン・照明・大き目の
クローゼットが備え付けです。整理ダ
ンス・テレビ・机などは利用者の馴染
みの物が置かれています。居室担当職
員と一緒に衣類の整理をしています。

見当識の認識が低下している利用者が
いる場合はトイレ・居室・浴室のドア
に紙を張り自身で認識できるよう支援
している。

TVの音量を必要以上に大きくしない、
職員が利用者と会話をする際にも必要
以上に大きな声で話さない等の配慮を
心がけている。

廊下に大きな観葉植物の鉢植えがあり
ます。洗面台にも鉢植えを置き、安ら
ぐ環境です。冬の湿度管理では除菌効
果付きの加湿器を設置しています。壁
には利用者が毎月作っている大きいカ
レンダーが貼ってあり、毎日チェック
しています。

居室だけでなく食堂や共用空間にある
ソファー、時にはスタッフルーム等本
人の過ごしたい場所でなるべく過ごし
てもらうよう支援している。

年賀状や家族・友人などへの手紙を出
したい訴えがあれば、その希望に答え
られるよう支援している。また本人か
らの要望があり、家族の了承を得てい
る利用者は携帯電話の使用も許可して
いる。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 花物語さがみ

 ユニット名 大地

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地域密着型の理念を踏まえた理念を作
り、休憩室・玄関・キッチンに文書化
した書類を貼り、職員の共有を図って
いる。

買い物・散歩時等・外出時は地域住民
の方にこちら側から積極的に挨拶をす
る様、心掛けている。

大凧祭り・盆踊り・地域の行事へでき
るだけ参加するよう努めている。ま
た、毎年１０月に行われる家族会を兼
ねた食事会では、ご家族だけではなく
地域住民の方の参加も促している。

運営推進会議では利用者の介護度、受
けているサービス内容の説明を行って
いる。第３者の声を聴くことで新たな
サービスの発見・質の向上に繋げられ
るよう取り組んでいる。

地域ケア部会への参加し、市町村担当
者との交流を図っている。
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花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

帰宅願望や多動で対応が難しい利用者
の方に対しては抑制するのではなく、
本人の発言を傾聴し、見守りを重視す
るよなケアを行なっている。

入浴介助の際は身体全体のアザ等を確
認できる場なので、ボディチェックを
行うようスタッフへ周知している。ま
たアザ等を発見した場合にはしっかり
記録に残すようにしし、スタッフ会議
で定期的に虐待についての研修を行
なっている。

権利擁護について認識のある職員と認
識の薄い職員がいる為、今後研修会等
への参加が必要であると感じている。

契約時には利用料・支払方法について
詳しく説明している。また利用者が急
変した際の対応・ご家族の意向を伺い
重度化した際には退去になる可能性が
あることを伝えている。

ご家族面会時にはなるべく職員の方か
らご家族に話しかけるような体制を
とっている。
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花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

月１回行うスタッフ会議以外にも、直
接スタッフに問題点・疑問点等はない
か確認するようにしている。

職員同士の人間関係の把握、極力無理
のないシフトを作るように努めてい
る。

新しい職員が入職した際は、それぞれ
の時間帯の勤務において、最低２回以
上は職員がマンツーマンでOJTを行う環
境を作っている。

関連の事業所から情報交換・意見交換
を行っている。

得意、不得意なことの把握・生活歴・
職歴・病歴を中心に伺い、本人を理解
するよう努めている。
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花物語　さがみ.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

今までの苦労、困難事例を具体的なエ
ピソードとして聞くようにしている。

ケアプランの内容の変更、本人の訴え
や症状に合わせた職員のケアの変更も
随時行っている。

１人の人間として尊重し、人生の先輩
であることを認識した関係づくりをこ
ころがけている。

利用者の情報や変化を細かく伝えるこ
とで利用者との関係がとぎれないよう
努めている。

友人の面会が継続的に行われるよう働
きかけている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

良好な関係が築きやすいよう、気の合
う利用者を近くに配置し、定期的に席
替えを行っている。

他の事業所に移られた方にも、定期的
に連絡を取り情報交換を行っている。

会話から得る情報だけでなく、声の
トーン・表情からも利用者の想いを読
み取ることができるよう努めている。

本人を理解する為には生活歴やライフ
スタイル知ることが不可欠となるの
で、本人や家族を中心に聞き取りを
行っている。

職員がやりすぎることがないよう注意
している。本人を観察し、更衣・排
泄・食事・入浴等において自身ででき
ることはなるべく自身でしていただい
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

ケアをしている職員からの情報・ご家
族からの情報・本人と関わるなかで感
じとれる情報・訪問看護等の利用機関
からの情報を基に介護計画を作成して
いる。

個別にファイルを作成し、排泄状況・
血圧・体温・身体的変化・頓服薬を服
用した際には明記し、朝と夕の申し送
りでスタッフ間で確認している。

基本的に病院への受診は家族が対応す
ることとなっているが、家族の対応が
困難な時はこちらで対応するような体
制をとっている。

訪問理美容やカラオケボランティア等
の資源を利用し、利用者の生活の幅を
広げることができるよう努めている。

事業所の協力医の他、利用前からのか
かりつけ医での医療を受けられるよ
う、ご家族と連携し通院介助を行なっ
たり、訪問診療に来てもらうけーすも
あり、複数の医療機関と関係を密に結
んでいる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

看護職員を配置しており、利用者の健
康チェック・状態の変化を診てもらっ
ている。看護職員が出勤した際には、
細かい利用者の健康状態を申し送るよ
うにしている。

入院が長くなれば利用者の機能低下も
進行するので、医師・ソーシャルワー
カーと連携をとり、なるべく施設へ早
く戻れるようアプローチをしている。

入居契約時に重度化した時の対応、終
末期の意向を本人・家族と行ってい
る。

1年に1回は急変者を想定し、AEDの操作
の確認をスタッフ間で行っている。ま
た新しい職員が入職した際にはその都
度、操作の説明を行っている。

マニュアルを作成し、年2回の消防訓練
を行っている。自治会長・民生委員の
参加も促している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

利用者の人格を尊重する為、あだ名で
呼ぶこと・ちゃん付けで呼ぶことを禁
止している。

口頭での意思疎通が難しい利用者には
マジックと紙を用意し、筆談で情報伝
達をしている。

職員がどのように動くかというマニュ
アルはあるが、業務優先・スピード重
視にならないよう、利用者中心の生活
を提供できるよう心がけている。

更衣の選択が可能な方は自身でしてい
ただいている。更衣の選択が自身でで
きない方は職員と一緒に行ってもら
う。また、くしを利用者の人数分用意
し、身だしなみを整える際に利用して
もらっている。

食事に使用する野菜の皮むき・食事の
盛り付けを利用者と一緒に行ってい
る。また、施設の畑で採れた野菜を定
期的に提供している。
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

薄味・柔らかめで提供している。カロ
リーの制限も行なっており、卵の使用
は1人1日1個までにしている。水分は1
日1400㏄を目安に提供している。

自身で口腔ケアを行なえる方は自身で
していただいてる。自身で口腔ケアを
行うことが困難な方は職員の見守り・
介助にて行ってもらっている。

トイレでの排泄を基本軸として考えて
いる。排泄の間隔に注意し誘導するよ
うにしている。誘導する際には周囲の
環境に注意し、声掛けはなるべく本人
の耳元で行うようにしている。

排便状況に関係なく毎朝200㏄の牛乳を
利用者に提供している。またおやつ前
の体操を毎日行なっている。

利用者の意見も尊重する為、入浴日の
固定は行っていない。入浴に拒否があ
る方には無理強いはせず、時間を空け
て再度声掛けを行うか清拭に変更する
等の対応をとっている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

天候が良ければ散歩は毎日行なってい
るが、利用者によって歩行が可能な距
離が違う為、各利用者に合わせた散歩
コースを設定している。また日中居室
で休まれる方も夜間の睡眠に影響がで
る為、時間を決めて休んでいただいて
いる。

薬の情報は各利用者ごと、個人ファイ
ルにまとめている。服薬の際、可能な
方は本人に手渡し飲んでいただき、薬
提供後の飲み込み確認も行なってい
る。

書道や絵を書くのを好んでされている
方がおられる。また無理のない範囲
で、食器拭き・テーブル拭き・洗濯畳
を毎日の日課として利用者にしていた
だいている。

散歩は毎日行なっている。車椅子の方
も人数制限をし、連れ出すよう意識し
ている。また施設の車を使い定期的に
ドライブも行なっている。

お金の管理は施設でしている。本人か
ら訴えがあれば買い物に同行し、職員
付き添いのもと支払いを行なってい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

年賀状や家族・友人などへの手紙を出
したい訴えがあれば、その希望に答え
られるよう支援している。また本人か
らの要望があり、家族の了承を得てい
る利用者は携帯電話の使用も許可して
いる。

TVの音量を必要以上に大きくしない、
職員が利用者と会話をする際にも必要
以上に大きな声で話さない等の配慮を
心がけている。

居室だけでなく食堂や共用空間にある
ソファー、時にはスタッフルーム等本
人の過ごしたい場所でなるべく過ごし
てもらうよう支援している。

希望者には家族と相談の上、居室内に
もTV・ラジカセを配置している。また
居室内には馴染みの写真を置き、落ち
着ける雰囲気作りを心がけている。

見当識の認識が低下している利用者が
いる場合はトイレ・居室・浴室のドア
に紙を張り自身で認識できるよう支援
している。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

地域運営推進会議におけるご家族の出席率
が低いこと。

全ての利用者のご家族が会議に出席するこ
とは困難であると感じているが、少しでも
ご家族の会議出席率が増加することを目標
とする。

施設からご家族に配布している資料・手紙
等には地域運営推進会議の日程を記載し参
加を促す。また面会の際、電話連絡する際
にもご家族にその旨を伝え、参加を促す。

6ヶ月

2 36

職員によってケアの質の幅があるというこ
と。特に利用者への声掛けの部分でそれを
感じられることが多い。

全ての職員が丁寧なケアを実践できること
を目標とする。

利用者は人生の先輩であること、介護サー
ビスの利用者であることをスタッフ会議で
毎月議題にあげ、資料等も作成し職員に配
る。変化が見られない職員には直接その旨
を伝える。

3ヶ月

3 25

業務優先になってしまい、自立支援をケア
の中に取り込めていない職員がいること。

更衣・排泄・入浴・下膳等、ご本人で出来
ることはご本人にしていただく。

職員がやりすぎてしまうことで、利用者の
ADLが低下する可能性があることをスタッフ
会議で毎月議題にあげ、資料等も作成し職
員に配る。

3ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成28年度
目標達成計画

事業所名　花物語さがみ

作成日：　平成　29年　6月　30日


